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Abstract

With血e rapidly increasing trend of intermarriages between Japanese and Chinese-born spouses, assessment of the

impact of血is international marriage on the partnerIs level of adjustment is becoming a critical issue. In this shdy,血e

effect of the marriage with cross-cultural background on the degree of satisfaction and happiness of 50 volunteers was

investigated. ′Hie problem was explored in terms of the adjustment level to cross-cultural marriage, marriage satisfaction

rating, and living support system. ′Hie results showed that women in cities have higher satisfaction rating and level of

adjustment than the women in rural areas, although the women in rural areas have be仕er living support system血an those

living in cities. ′Hie results also revealed that in cities the men have higher satisfaction rating and level of adjustment and

better living support system than women. The relationship between the living support system and the satisfaction rating or

the level of adjustment was not statistically signi五cant. However, a correlation between the satisfaction rating and the level

of adjustment was obtained with a correlation coefficient of r- -0.855, p<0.01.

Key words: cross-cultural marriage, satisfaction rating of international marriage, adjustment status, support necessity

緒　言

｢社会の国際化｣ ｢家族の多様化｣という言葉をよく聞

くが,国際交流の進んでいる日本社会では,外国人たち

と付き合う機会が増え,必然的に結婚にまでいたる国際

結婚の件数が増えている8)｡

日本の厚生労働省の統計資料によると', 2001年に日

本人男性と国際結婚した外国人女性31,972人のうち,中

国人は13,936人で約43.6%を占め, 2番目のフィリピン

人の7,160人を大きく引き離している｡中国人花嫁は1997

年にフィリピン人花嫁を上回って以来,最多を維持して

いる｡結婚した相手の国のベスト3を上げると,日本人

男性の場合は,中国31.7%,フィリピン28.9%,韓国

21.5%の順で,日本女性の場合は,韓国36.4%,アメリ

カ18.7%,中国11.3%となっている｡そこで,本研究で

は,特に,日中国際結婚について取り上げて,検討する

ことにした｡

日本では一部の男性にとって結婚がますます難しくな

る一方で,中国人女性と結婚する日本人男性が増え続け

ている1)｡自国同士の結婚でも夫婦関係を維持すること

は難しいのに,国際結婚になると価値観も様々なので,

一層難しいと思われる｡

日本の厚生労働省の最新統計資料によると4),バブル

経済の破綻以降,日本では日中の国際結婚の中で,離婚

率が上昇しつつある｡ 1992年から2001年までの9年間に

(1993年は未統計,表1参照),日本では,日中の国際

結婚は70,650件あった｡しかし,離婚件数は21,005件あ

り,離婚率は29%という高い数字に達し,日中の国際結

婚の難しさを示している｡

日中の国際結婚が急増しているが,離婚率も上昇して

いるので2) ,日中の国際結婚には何か重大な問題がある



〔36〕 Med. J. Kagoshima Univ., Vol. 56, No. 3-4, February, 2005

表1.日中の国際結婚の離婚率(件)

離 婚 率 (件 ) 午 9 9 2 9 9 4 9 9 5 9 9 6 9 9 7 9 9 8 9 9 9 2 0 0 0 2 0 0

妻 は 日本 人 , 夫 は 中国 人 (件 ) 1 4 8 1 9 0 1 9 8 2 0 3 2 3 7 2 8 6 3 2 0 3 6 9 3 9 7

全 部 の国 際 結 婚 離 婚 率 の 中で 占め る比 率 9●6 1 0 . 9 1 0 . 8 1 0 . 6 l l . 5 l l . 7 1 2 . 6 1 3 . 4 1 3 . 3

妻 は 中国 人 , 夫 は 日本 人 (件 ) 6 3 3 2 3 4 8 6 4 6 2 9 0 2 3 8 2 4 7 6 2 9 18 3 6 10

全 部 の国 際 結 婚 離 婚 率 の 中で 占め る比 率 18 . 8 2 2 . 1 2 4 . 2 2 3 . 7 2 6 . 9 2 9 . 5 2 9 . 1 3 0 . 4 3 3 . 8

(厚生労働省.夫妻の国籍別にみた離婚件数の年次推移4)より引用)

と思われる｡

そこで,本研究の目的は,文化的背景が異なる者同士

の日中国際結婚についての理解を深めるために,日本に

在籍する日中国際結婚の中国人側の国際結婚生活に対し

て,彼らの国際結婚生活の満足度,適応度及びサポート

の必要度を中心に,その実態を明らかにすることである｡

調査方法

本研究は,充分なインフォームドコンセントの下に行

なわれた｡対象者は本研究の説明文書の内容について,

十分な説明を受け,その内容を理解した上で,自由意志

により本研究に参加することに同意した｡

1)調査対象

2002年7月から8月にかけて,日本全国における日中

国際結婚をした中国人側70名に表2の中国語訳の調査票

(表2参照)を送り,そのうち,実際に回答した人は50

名で,回答率は71%でした｡回答した人の内訳は次の通

りです｡都市部に住む人は33名で,農村部に住む人が17

名でした｡なお,都市部の人では男性が17名で,女性は

16名でした｡農村部の人は全て女性でした｡

2)調査手続き

中国語に翻訳した｢日中国際結婚に関する実態調査｣

と題する調査票を作成し,依頼状を添えて対象者に配布

した｡具体的な配布方法は, ①調査協力者である中国人

による直接的な手渡し, ②調査協力者である友人を介し

ての間接的な手渡し, ③東京にある中国新聞の記者に

頼って,記者が調査対象者に郵送する3通りだった｡最

初に日本語で作成された調査票は, "back translation"の

技法9)を用いて,中国語に翻訳された｡

3)調査内容

(1)日中国際結婚生活の満足度

調査対象者の日中国際結婚生活の満足度尺度は, ①人

間関係尺度, ②対人交流尺度, ③経済尺度, ④文化体験

尺度, ⑤言語尺度の5つの尺度が使用された｡具体的な

尺度項目は,表2のⅢに示した通りである｡各尺度項目

は, 5件法｢1.非常に満足している(1点), 2.捕

足している(2点), 3.どちらとも言えない(3点),

4.あまり満足していない(4点), 5.全く満足して

いない(5点)｣で質問した｡低得点であるほど満足度

が高いことを示す｡この満足尺度は,岡･深田･周(1996)

の在日中国留学生の留学目的尺度を参考にして作成し

た5)｡

(2)日中国際結婚生活への適応度

調査対象者の日中国際結婚生活への適応尺度は, ①人

間関係尺度, ②異文化適応尺度, ③心身健康･情緒尺度,

④ストレッサー尺度の4つの尺度について,合計27尺度

項目で質問した｡具体的な尺度項目は,表2のⅢに示し

た通りである｡各尺度項目は, 5件法｢1.よくあては

まる(1点), 2.少しあてはまる(2点), 3.どちら

とも言えない(3点), 4.あまりあてはまらない(4

点),5.全くあてはまらない(5点)｣で質問した｡高

得点であるほど適応度が高いことを示す｡この適応尺度

は,上原(1988)の在日留学生適応尺度を参考にして作

成した9)｡

(3)サポートの必要度

この尺度は必要とするサポートを,サポートの領域(人

間関係,情緒,生活環境･文化風俗の3領域)とサポー

トのタイプ(愛情的サポート,物質的サポート,心理的

サポート,指導的サポート,情報的サポートの5タイプ)

に基づく13尺度項目とした｡具体的な尺度項目は,表2

のⅣに示した通りである｡各尺度項目は, 5件法｢1.

非常にほしい(1点), 2.ある程度ほしい(2点),

3.どちらとも言えない(3点), 4.あまりほしくな

い(4点), 5.全くほしくない(5点)｣で質問した｡

低得点であるほどサポートの必要度が高いことを示す｡

この尺度は,周･岡･深田(1995)のソーシャル･サ

ポート尺度を参考にして作成した7)｡

4)統計学的解析方法

居住地(都市･農村)･性別(男･女)を独立変数と

し,それぞれの満足度尺度,適応尺度,サポート尺度を

従属変数とする1要因分散分析(ANOVA)を実施した｡
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表2.今回使用した日本語の調査票
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日中国際結婚に関する実態調査

この調査は,日本に在籍する日中国際結婚の中国人側の皆さんの国際結婚生活の実態についてお聞きするもの

ですo　皆さんに回答していただいた結果は,今後の日中国際結婚の中国人に活用したいと思います.また,将来

的に日中国際結婚の中国人の結婚生活の改善にも役立てたいと思いますので,どうかこの調査にご協力下さいo

なお,調査の結果はコンピューターで,統計的に処稗し,決して個人的に迷惑がかかるような事はありませんの

で,率直なご意見をお聞かせ下さい｡

Ⅰ.以下の質間で,当てはまる番号に○をつけて答えて下さい｡

惟別:　　　　　1.男　　　2.女

現存居住地:　1.都市　　2,農村

Ⅱ.これから,あなたの日中国際結婚生活の満足度をお聞きします｡

現時点での結婚生活の満足度に,どのくらい満足していますか0　5段階のうちで,あてはまるところに○をつ

けて答えて下さい｡
全
く満

足
し
て
い
な
い

あ
ま
り

満
足
し
て
い
な
い

ど
ち
ら
と
も蝣'_)‖蝣T--Jない

満
足
し
て
い
る

=
3
5
3
遅満

足
し
て
い
る

1.国際結婚生活の人間関係について

夫婦関係のこと

夫(妻)の家族との関係のこと

子供との関係のこと

いろいろな人と付き合うこと

2.国際結婚生活の交流について

夫(妻)との交流を深めること

夫(妻)の家族との交流を深めること

子供との交流を深めること

いろいろな人と付き合うこと

3.国際結婚生活の経済について

日本の物価

日常生活費

子供の教育費

家賃

4.国際結婚生活の文化経験について
日本の文化を体験すること

日本に関する知識･嘩解を深めること

日本の食べ物が口に合うこと

5.国際結婚生活の言語について

相手の話しが良く分かること

日本語で気軽に話せること

日本の新聞,雑誌を読めること

日本語で文章を気軽に書けること

l　】　l　　⊥　｣
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表2.続き

Ⅲ.次は,あなたの日中国際結婚生活への適応度をお聞きします｡

日本に来てから,以下のような事を経験したり感じたりしたことがどのくらいありますか｡ 5段階のうちで,あ

てはまるところに○をつけて答えて下さいo

1.人間関係について

(丑最近夫婦関係がよくない

②最近夫(秦)の家族との人間関係がよくない

(診子供との人間関係がよくない

④地域住民との人間関係がよくない

⑤日本人の友達との人間関係がよくない

⑥中国人の友達との人間関係がよくない

2.異文化適応について

(∋日本社会に対する好意度がない

②日本人のあいさつや礼儀が分からなくて困ることがある　-

③自分が外国人で目立つので自分の行動が制限されるように感じる･･--

④自分がまだ日本社会の特性をあまり稚解できていない-

⑤自分がまだ日本人の特作をあまり理解できていない-

⑥日本語を学ぶことが難しい

3.心身健康･情緒について

①最近寂しくなることがよくある

(参最近(‖Jとなく不安になることがある

③最近イライラしがちだ

④最近憂哲になりがちだ

⑤最近疲れやすい

⑥最近食欲があまりない

⑦最近よく眠れない

4.ストレッサーについて

(∋幸せな結婚生活になれないことで悩んでいる

(診対人関係の問題で悩んでいる

③人生の生きがいがないと感じて悩んでいる

④理想の生活と現実の生活がよくあわないことで悩んでいる--

⑤自分の心坤的,精神保健上のことで悩んでいる

⑥自分の身体の健康状態のことで悩んでいる

⑦日本の物価,家賃,生活費,子供の教育費が高くで悩んでいる-=･-

⑧日本の生活に適応しないこと(文化,礼儀,食べ物,気候など)で

悩んでいる

･
-
*
/

あ
て
は
ま
ら
な
い

あ
ま
り

あ
て
は
ま
ら
な
い

ど
ち
ら
と
も

言
え
な
い

少
し
あ
て
は
ま
る

よ
く

あ
て
は
ま
る

Ⅳ.また,サポートの必要度をお開きします｡

あなたたちは,周りの人々からのいろいろなサポートを必要としています.あなたは,周りの人々から,今どん

なサポートをどのくらいはしいと思いますか｡ 5段階のうちで,あてはまるところに○をつけて答えて下さい(周

りの人々は夫(妻) ,夫(秦)の家族,日本人の友達,中国人の友達,隣人を含む人々のことです)｡
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表2.続き
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1.人閑関係に関して

①愛情的な,または,友情的なサボ-トを

②物質的な,または,労ノJ的なサポートを

③心椎的な,または,感情的なサポートを

④指導的な,または,助言的なサポートを

⑤情報的な,または,連絡的なサポートを

2.情緒に関して

(丑愛情的な,または,友情的なサポートを

②物質的な,または,労ノJ的なサポートを

③心確的な,または,感情的なサポートを

④指導的な,または,助言的なサポートを

3.生活頻境･文化風俗に関して

①物質的な,または,労ノ)的なサポートを

②心理的な,または,感情的なサポートを

③指導的な,または,助言的なサポートを

④情報的な,または,連絡的なサポートを

全
くほ

し
く
な
い

あ
ま
り

ほ
し
く
な
い

ど
ち
ら
と
も

言
え
な
い

あ
る
程
度ほ

し
い

非
常
に
ほ
し
い

記入漏れがないかどうか,もう一度確認して下さい｡ご協力ありがとうございました｡

表3.満足度領域別得点の平均と標準偏差,及び居住地･性別間の比較

居 住 地 ●性 別 都 市 ●男性 都 市 ●女性 農村 ●女性

領 域 N = 5 0 17 16 17

人 間 関係 の領 域 2 . 12 ± 1 . 1 5 1 . 59 ± 0 .8 0 1 . 94 ± 0 . 93 2 .8 2 ± 1 .3 3 )

交 流 の領 域 2 . 50 ± 1 .3 3 ) 1 . 76 (± 0 .7 5 2 . 13 ± 1 .0 2 3 . 59 ± 1 .3 7

経 済 の領 域 3 .4 2 ± 1 . 18 ) 3 .4 1 ± 1 . 18 ) 3 .0 6 ± 1 . 18 ) 3 . 76 (± 1 . 1 5

文化 体 験 の領 域 2 .4 2 ± 1 .2 5 1 . 7 1 ± 0 .7 7 2 .3 1 (± 1 .0 1 3 .2 4 ± 1 .3 9 )

言 語 の領 域 2 .6 6 (± 1 .4 1 1 . 7 1 ± 0 .4 7 2 . 56 ± 1 .2 6 3 . 7 1 (± 1 .4 9 )

満足 度 総 得 点 2 .6 2 ± 1 .3 3 ) 2 .0 4 ± 1 .0 6 2 .4 0 ± 1 . 13 ) 3 .4 2 ± 1 .3 7

荏)低得点であるほど満足度が高い. ( )の中の値は標準偏差を示す.

主効果が認められた尺度に関しては,さらにTukey法に

よる多重比較を行った｡

調査結果

(1)日中国際結婚生活の満足度

今回調査した満足度について,領域別得点の平均と標

準偏差,及び居住地･性別間の統計得点は,表3に示し

た｡

満足度尺度について, (都市･男性), (都市･女性)

と(農村･女性)の3群を1要因分散分析した結果,人

間関係領域満足度尺度(F (2,47) -6.273, p (0.01),

交流領域満足度尺度(F (2,47) -13.509, p (0.001),

文化体験領域満足度尺度(F (2,47) -8.454, p (0.01),

言語領域満足度尺度(F (2,47) -12.767, p (0.001)

の4領域において居住地･性別による主効果が認められ

た｡しかし,経済領域満足度尺度については,居住地･

性別による有意差は認められなかった｡

さらに, Tukey法による多重比較を行った結果,人間

関係領域,交流領域,文化体験領域と言語領域の4領域

満足度尺度では, (都市･男性)のほうが(農村･女性)

より有意に満足していて(p(0.05), (都市･女性)の

ほうが(農村･女性)より有意に満足していた(p(0.05)｡

また(都市･男性)のほうが(都市･女性)より有意に
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図1日中国際結婚生活の満足度(居住地･性別の3群比較)

注)低得点であるほど満足度が高い.*は有意差があることを示す(p<0.05).

表4.適応度領域別得点の平均と標準偏差,及び居住地･性別間の比較

居 住 地 ●性 別 都 市 ●男性 都 市 ●女性 農村 ●女性

領 域 N = 5 0 17 16 17

人 間 関係 の領 域 3 .4 1 ± 1.6 1 4 . 13 ± 1.3 8 ) 3 . 78 ± 1.4 5 2 .3 3 (± 1.3 6 )

異 文化 適応 の領 域 3 .0 2 ± 1.4 5 3 .4 8 ± 1.3 9 ) 3 .4 7 ± 1.2 1 2 . 15 ± 1.3 0 )

心 身健 康 ●情 緒 の領 域 3 .5 8 ± 1. 50 4 .3 4 ± 1.3 0 ) 3 .6 7 ± 1.2 4 2 . 74 ± 1.5 0

ス トレ ツサ ー の領 域 3 .4 9 ± 1.4 9 ) 4 .0 1 ± 1.4 2 3 . 70 ± 1.3 8 ) 2 . 76 (± 1.3 6 )

適応 度 総 得 点3 .3 8 ± 1. 53 ) 3 . 99 ± 1.4 0 3 .6 6 ± 1.3 3 ) 2 .3 9 ± 1.4 1

荏)高得点であるほど適応度が高い. ( )の中の値は標準偏差を示す.

満足していた(p(0.05)図1参照)｡

(2)日中国際結婚生活への適応度

今回調査した適応度について,領域別得点の平均と標

準偏差,及び居住地･性別間の統計得点は,表4に示し

た｡

適応尺度について, (都市･男性), (都市･女性)と

(農村･女性)の3群を1要因分散分析した結果,人間

関係領域適応尺度(F (2,47) -18.311, p (0.001),異

文化適応領域適応尺度(F (2,47) -ll.009, p (0.001),

心身健康･情緒領域適応尺度(F (2,47) -10.303,

(0.001),ストレッサー領域適応尺度(F(2,47) -9.578,

p (0.001)の全ての領域において居住地･性別による主

効果が認められた｡

さらに, Tukey法による多重比較を行った結果,人間

関係領域,心身健康･情緒領域とストレッサー領域の3

領域適応尺度では, (都市･男性)のほうが(農村･女

性)より有意に適応していて(p(0.05), (都市･女性)

のほうが(農村･女性)より有意に適応していた(p

(0.05)｡また(都市･男性)のほうが(都市･女性)

より有意に適応していた(p (0.05)｡次に,異文化適応

領域適応尺度の多重比較を行った結果は, (都市･男性)

のほうが(農村･女性)より有意に適応していて(p

(0.05),都市･女性)のほうが(農村･女性)より有

意に適応していた(p(0.05)図2参照)｡

(3)サポートの必要度

今回調査したサポートの必要度について,領域別得点

の平均と標準偏差,及び居住地･性別間の統計得点は,

表5に示した｡
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図2　日中国際結婚生活への適応度(居住地･性別の3群比較)

注)高得点であるほど適応度が高い. *は有意差があることを示す(p<0.05).

表5.サポートの必要度領域別得点の平均と標準偏差,及び居住地･性別間の比較

=11

居住地 ●性別 都市 ●男性 都市 ●女性 農村 ●女性

領域 N = 50 17 16 17

人間関係 の領域 1.76 ±0 .68 1.75 ±0 .66 1.8 7 ±0 .66 ) 1.67 (±0 .7 1

情緒の領域 1.72 ±0 .5 7 1.63 (±0 .4 9 1.8 9 ±0 .65 1.65 ±0 .54

生活環境 ●文化風俗 の領域 1.80 ±0 .76 1.59 ±0 .58 2 .16 ±0 .98 1.66 (±0 .54

サポー トの必要度総得 点1.76 (±0 .6 9 1.65 ±0 .5 9 1.97 ±0 .77 1.66 (±0 .60

荏)低得点であるほどサポートの必要度が高い. ( )の中の値は標準偏差を示す.

サポート尺度について, (都市･男性), (都市･女性)

と(農村･女性)の3群を1要因分散分析した結果,坐

活環境･文化風俗領域サポート尺度において居住地･性

別による主効果が認められた(F (2,47) -4.515, p

(0.05)｡しかし,人間関係領域サポート尺度,情緒領

域サポート尺度の2領域において居住地･性別による有

意差は認められなかった｡

そこで,生活環境･文化風俗領域サポート尺度の多重

比較を行った結果は, (農村･女性)のほうが(都市･

女性)より有意にサポートを必要としていて(p(0.05),

(都市･男性)のほうが(都市･女性)より有意にサ

ポートを必要としていた(p(0.05)図3参照)｡

(4)日中国際結婚生活の満足度と適応度との関係

満足度の総得点と適応度の総得点間の関係を分析する

ために,両得点間の相関関係を検討したところ,有意な

負の相関関係　r--0.855, P<0.01)があった(表6参

照)｡

(5)満足度とサポートの必要度との関係

満足度の総得点とサポートの必要度の総得点間の関係

を分析するために,両得点間の相関関係を検討したとこ

ろ,有意な相関関係は得られなかった　r--0.170, P>

0.10)｡

(6)適応度とサポートの必要度の関係

適応度の総得点とサポートの必要度の総得点間の関係

を分析するために,両得点間の相関関係を検討したとこ

ろ,有意な相関関係は得られなかった　r-0.074, P>

0.10)｡
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図3　サポートの必要度(居住地･性別の3群比較)
荏)低得点であるほどサポートの必要度が高い. *は有意差があることを示す(p<0.05).

表6.日中国際結婚生活の満足度と適応度との関係

適 応 度

満 足 度
総 得 点 人 間関係 の 領 域 適 応 の領 域 心身健康 ◆情緒 の領域 ス トレ ツサ ー の領 域

総 得 点 - 0 .8 5 5 " - cu - 0 .8 0 1 " - 0 .6 9 2 * - 0 .8 0 7 "

人 間 関 係 の 領 域 - 0 .8 5 9 " - 0 . 8 1 0 " - 0 .7 10 " - 0 . 7 8 8 * - 0 .8 0 8 "

交 流 の 領 域 - 0 .8 2 4 " - 0 . 7 9 2 " - 0 .7 3 4 " - 0 .6 9 4 * - 0 .7 7 5 "

経 済 の 領 域 - 0 .4 8 6 " - 0 . 4 4 3 " - 0 .5 7 9 " - 0 .2 8 4 * - 0 .4 7 4 "

文 化 体 験 の 領 域 - 0 .7 2 2 " - 0 . 6 7 2 " - 0 .6 5 0 " - 0 .6 1 0 * - 0 .6 9 4 "

言 語 の 領 域 - 0 .6 9 7 " - 0 . 6 7 4 " - 0 .6 8 6 " - 0 . 5 3 4 * - 0 .6 4 0 "

荏) "p <0.01(満足度と適応度との相関関係の有意差).

考　察

本研究は,日中国際結婚における中国人側を対象とし

て,彼らの国際結婚生活の満足度,適応度及びサポート

の必要度を調査することを目的とした｡本研究では,全

般的な結果は予想よりも良い結果が示された｡

満足度に関して,検討した結果,人間関係の領域,交

流の領域,文化体験の領域,言語の領域の4領域満足度

では,都市部に住む女性のほうが農村部に住む女性より

満足度が高いことが分かった｡また,都市部では男性の

ほうが女性より満足度が高いことも分かった｡この結果

より,居住地･性別が満足度に影響することが示された｡

経済の領域での満足度が低いことは,日本の物価高,冒

常生活費,子供の教育費及び家賃などの経済的苦境に原

因があると思われる｡

そして,適応度に関して,検討した結果,全ての領域

適応度では,都市部に住む女性のほうが農村部に住む女

性より適応度が高いことが分かった｡また,人間関係の

領域,心身健康･情緒の領域,ストレッサーの領域の3

領域適応度では,都市部では男性のほうが女性より適応

度が高いことも分かった｡この結果より,居住地･性別

が適応度に影響することが示された｡

また,サポートに関して,検討した結果,生活環境･

文化風俗領域サポートの必要度では,農村部に住む女性

のほうが都市部に住む女性よりサポートの必要度が高い

ことが分かった｡また,都市部では男性のほうが女性よ

りサポートの必要度が高いことも分かった｡この結果よ

り,生活環境･文化風俗領域サポートの必要度では,宿

住地･性別がサポートの必要度に影響することが示され

た｡

都市部と農村部の間にこのような違いが生じる要因と
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して,都市部ではいろいろな人と付き合うチャンスがよ

り多いこと,日本語の勉強のチャンスにより恵まれてい

ること,サポート体制がより整っていること,仕事のチャ

ンスにより恵まれることなどが挙げられる｡以上のこと

より,都市部で生活している人のほうが農村部で生活し

ている人より満足度が高く,適応度が高く,サポートの

必要度が低い結果をもたらしていると思われる｡

男性と女性の間の違いについては,これまでの日中国

際結婚のストレスに関する研究では6),そもそも男性が

女性よりストレスが低いことが言われている｡さらに,

日本の男性優位社会が中国人男性にも影響を与えている

と思われる｡また,女性は男性に比べ低収入であること

などから,男性が女性よりも満足度と適応度が高いと思

われる｡それにもかかわらず,男性が女性よりサポート

を必要としている理由としては,男性が一生懸命働いて

家族を養うという考えが社会全体にあることや,男性が

女性よりも一般的に仕事量が多すぎることなどから,男

性が女性より日中国際結婚生活の満足度と適応度が高

く,サポートの必要度も高いと思われる｡

本研究ではさらに,総得点を用いて,日中国際結婚生

活の満足度と適応度との関係を全体的に検討した結果,

満足度と適応度との間には有意な相関関係が存在し,当

初の予想通り,満足度が適応に結びつくことが証明され

た｡しかし,サポートの必要度の総得点と満足度の総得

点の間には,全く何の関係もみられず,有意な関係は見

出せなかった｡そして,サポートの必要度の総得点と適

応度の総得点の間にも全く有意な関係は見出せなかっ

た｡以上のように,当初の予想に反して,サポートの必

要度と適応度あるいは満足度との間に有意な相関関係を

発見することはできなかった｡

ところで,日中国際結婚生活には様々な問題が生じて

おり,彼らの日本社会への適応問題,物価高の日本社会

では経済的に生活の維持が困難なこと,夫婦関係,姑嫁

関係,育児などの個人的な問題で,困惑している人が多

くいると思われる｡彼らが早く日中国際結婚生活に適応

できるよう,有効な支援をしていくことも今回の課題で

あったことから,本研究の結果を今後の日中国際結婚の

中国人に活用し,将来的に日中国際結婚の中国人結婚生

活の改善に役立てたいと思う｡
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